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教えあいに基づく作文作成支援システムの設計

山口 昌也
独立行政法人 国立国語研究所

masaya@kokken.go.jp

1. はじめに

本研究の目的は，小学生高学年から中学生を対象と
した作文作成支援システムを構築することである。本
論文ではその設計について述べる。
作文教育に関する研究は，国語教育の分野において，

明治時代からなされてきた [1]。近年，自然言語処理な
どの情報工学を応用した研究も盛んに行われており，
学級新聞の作成支援システムの研究 [2]，非母語話者
の日本語作文における語や文法の誤り検出 [3]，文章
構造の可視化による作文教育支援 [4]などの研究が存
在する。しかし，従来の研究には，次のような問題点
があると考える。

(1) 学習者とシステムとのインタラクションが，シ
ステムからの知識の教授に偏りがちであり，学
習者の自発的な学習が起こりくいこと (例：学
習者はシステム側から文法的な誤りの指摘を受
けるなど，学習者側が常に知識を教授され，そ
れに回答するという関係になる)

(2) 語や文法レベルの支援に留まり，文章の全体構
成，および，内容に関する支援を行うシステム
が少ないこと

(3) 教師の指導意図をシステムの動作に反映させ
る仕組みを持たず，実際の授業で運用しにくい
こと

そこで，本研究では，教えあいに基づく作文作成支
援システムの設計を行う。本システムは，上記の問題
点 (2)を受けて，文章の構成，および，内容に関する
支援に焦点を当てるものとし，学習者が他人に論理的
に何かを説明する文章を作成できるよう支援すること
を目指す。学習者は，小学生高学年から中学生とする。
本研究の特徴である「教えあい」とは，学習者が作

文を作成する状況で，学習者（複数），システム，教師
の３者がそれぞれの持つ知識を教えあうことを指す。
本論文では，この「教えあい」の構造を用いて，上記
の三つの問題を解決する方法を示す。
本論文の構成は，次のようになっている。まず，2

節では，作文作成支援システムの設計方針を述べた上

で，システムの設計内容を説明する。次に，3節で，2
節の設計に基づき，システムの実現方法を検討する。
そして，4 節で本論文のまとめを述べる。

2. 作文作成支援システムの設計

2.1 設計方針
作文作成支援システムを設計するにあたって，前節

で挙げた問題点を考慮して，次の設計方針を立てる。

(1) 学習者が作文に対するアノテーションを行う
こと

(2) 他の学習者の知識を利用すること
(3) 教師の指導意図を取り込むこと

方針 (1)は，問題点 (1)を解決するために，「学習者が
教える」という方法論 [7]を採用したものである。この
方法論では，学習者が教授することにより，自発的な
学習が促進されるとともに，他人に対して説明 (知識
の教授)を行うことにより，詳細な知識が整理された
形で習得できる，と説明される。そこで，本システム
では，学習者が作文に対するさまざまなアノテーショ
ンを行う状況を作りだし，学習者自身が自発的に作文
に関する学習を行うように促す。さらに，システムが
アノテーション結果を利用して，学習者に対する教授
を行う方法も考える。
方針 (2)は，問題点 (2)の解決を目指し，従来のシ

ステムでは難しかった，文章の構造や内容に関する支
援を実現しようとするものである。解決方法としては，
他の学習者による質問や指摘を採り入れることを考え
る。この方法によれば，作文中のさまざまな不備一般
に対応可能であると同時に，「学習者が教える」という
ことにもつながる。
方針 (3)は，問題点 (3)に対応するものである。具

体的には，学習者の作文の文章構造や文章内容に関す
る注意点など，教師が学習者に対して指導したい事柄
をシステムに伝える手段を用意する。これにより，実
際のカリキュラムと連係したり，授業の中で運用でき
るようにすることを目指す。また，指導意図の取り込
み方法を含め，システムの設置や運用が，教師にとっ
て可能な限り容易になるよう配慮する。
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コーパスを用いたテキスト分類指標の検討
—BCCWJの文書構造情報分析を中心に—

間淵洋子†　柏野和佳子　山口昌也　高田智和（国語研）
† mabuchi@ninjal.ac.jp

1.はじめに
　国立国語研究所では，2006年～2010年を開発期間と
して，『現代日本語書き言葉均衡コーパス("Balanced 
Corpus of Contemporary Written Japanese" 以下，“BCCWJ”と
略す)』の構築を進めている。開発最終年度となる2010
年度を目前に，データ作成は収束に向かっており，現
在は，データ利用に際して有益な研究用付加情報や，
既存情報の活用方法について検討を始めている。
　本稿では，BCCWJに格納予定の雑誌データを資料と
して，文書構造情報を数量的に調査し，それらが文書
のどのような特徴を示すかを分析する。その上で，文
書構造情報が，ジャンル・読者層・文章スタイル等を
弁別する際の分類指標として活用できる可能性を示
す。

2.研究の背景
　BCCWJには，書籍，新聞，雑誌，政府刊行白書，教
科書，Webデータなど，多種多様なメディア・ジャンル
のテキストが格納されている。これらの多様なテキス
トを含むコーパスを利用する上で必要となるコンテク
スト情報については，NDC等の主題による分野分類を
補完する分類の枠組や手法を検討している[1]。
　BCCWJのテキストを格納する形式（電子化フォー
マット）の設計においても，文・文章を対象とした言
語学的分析，辞書記述等を目的とした用例取得，ある
いは，教材等の選択を目的とした文書検索などの用途
に資するデータの作成を目指し，個々の語・文等の文
書要素が文書内でどのような役割として機能している
かを表わす，コンテクスト情報の付与を試みた。見出
し，キャプション，注記といった記事構造要素の情報
（以下，「文書構造情報」）がそれである[2]。
　従来の国語学的な文章・文体研究においては，文
長，文字種，品詞，文末表現などの形態論情報を元に
した指標による分析が広く行われてきたが[3]，近年
は，Webからのデータマイニングを目的とする研究の発
展により，レイアウト情報を用いて特定の文書を判別
し抽出する手法などの提案もなされている[4]。
　本研究では，雑誌にみられる多様な文書構造の型
が，文書の機能や対象読者層を考慮した方略的なもの

であり，その構造類型により分類される文書には特徴
的な文体があると仮定する。その特徴的な文体を分析
することを最終的な目標として，まずは，構造類型に
分類するための指標として，BCCWJの文書構造情報を
用いることが可能かを検討する。

3.資料および調査概要
3.1.サンプル概要
　今回資料として用いたデータの概要を示す。
　BCCWJは，(1)生産実態サブコーパス，(2)流通実態サ
ブコーパス，(3)非母集団サブコーパスの性質の異なる3
つのサブコーパスからなる。また，分析目的の違いを
考慮し，長さを異にする以下２種類のサンプルを用意
している[5]。

固定長サンプル　サンプル長を1000字に固定して取得
するサンプル

可変長サンプル　記事，章などの論理的な構造を持つ
文章の一まとまりを取得するサンプル
今回分析対象資料としたのは，生産実態サブコーパ
スに格納予定の雑誌可変長サンプルデータの一部であ
る。2001年～2005年に発行された雑誌よりサンプリン
グを実施し，文書構造情報付与が終了したものから，
可変長サンプルデータとして雑誌の1記事全体を取得し
得た1027文書を抽出した1。
　雑誌を調査対象としたのは，以下の理由による。
1) 他のメディアのデータに比して，多様な文書スタ
イルを有するため，文書構造の特徴と言語表現の
関連性を観察するのに適している。

2) 利用目的や対象読者が想定しやすいため，文書構
造の特徴の背景分析に適している。

3.2.付加情報概要
　分析用に取得した1027文書には，以下の研究用付加
情報が付与されている。

文書構造情報　見出し，著者情報，記事概要，注記，
キャプション，引用・発話など

書誌情報　雑誌名，巻号，ジャンル（サンプリング用
の層別情報）など

1 可変長サンプルは上限文字数を設け，１万字を超える記事の場合，記事内の章・節等一部の構造要素を記事の代用とし
て取得する。記事全体を格納しない文書は，構造の全体像が把握できず，文書構造の特徴分析がし難いため，今回の分
析には用いない。
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Differences in the Instances of External Characters According To Media:
a Demonstration Using the Samples from the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese
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NISHIBE Michiru, KOBAYASHI Masayuki, OSHIMA Hajime and KASHINO Wakako

National Institute for Japanese Language and Linguistics (NINJAL)
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